
地域公共交通総合連携計画策定調査の必要性
公共交通利用者にとってより良い運行としていくため、又交通弱者の現状を

把握するための調査が必要である。
さらに信南交通（株）の路線バス自主運行撤退表明を受け、広域連携を視野

に入れた運行体系の早期検討が必要である。
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１）公共交通現況調査
①地域条件の整理
②バス系統別の利用データーの分析
③バス利用実態調査
④その他の公共交通関連データの分析

２）利用ニーズ調査
①利用者団体ヒアリング
②関係団体ヒアリング
③近隣市町村ヒアリング
④交通弱者アンケート

３）連携計画の策定
①課題の抽出
②基本方針の作成
③連携計画事業の具体的な検討
④事業プログラムの作成

阿智村地域公共交通協議会
阿智村、信南交通（株）、（有）伍和産業、南信
州広域タクシー（有）、昼神タクシー（有）、学
識経験者、自治会・公共交通利用者、商工会、
観光協会、飯田警察署、道路管理者 他

総合連携計画策定調査実施計画の概要


